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こ
の
概
報
に
は
、
さ
き
に
公
刊
し
た
『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木

簡
概
報
十
九
』
（
一
九
八
七
年
六
月
）
以
後
、
平
城
宮
跡
お
よ
び
平

城
京
跡
か
ら
出
土
し
た
木
簡
の
う
ち
主
要
な
も
の
を
収
録
す
る
。

　
以
下
、
木
簡
の
各
地
点
ご
と
の
出
土
状
況
を
述
ぺ
、
釈
文
を
か
か

げ
る
。

一
、
木
簡
出
土
の
地
点
と
状
況

　
第
一
五
七
次
補
足
調
麦
（
６
Ａ
Ｂ
Ｌ
区
）
　
　
一
九
八
七
年
七
月

　
こ
の
調
査
は
一
九
八
四
年
に
実
施
し
た
第
一
五
七
次
調
査
に
関
連

す
る
も
の
で
、
平
城
宮
の
第
一
次
朝
堂
院
と
第
二
次
朝
堂
院
の
間
を

南
流
す
る
基
幹
排
水
路
Ｓ
Ｄ
三
七
一
五
が
、
南
面
大
垣
と
交
差
す
る

場
所
を
対
象
と
し
て
行
っ
た
。
こ
の
排
水
路
が
ど
う
い
う
構
造
で
大

垣
の
下
を
抜
け
る
か
、
が
発
掘
に
あ
た
っ
て
の
課
題
で
あ
っ
た
。

　
調
査
の
結
果
、
こ
の
部
分
に
は
暗
渠
な
ど
の
施
設
は
存
在
せ
ず
、

Ｓ
Ｄ
三
七
一
五
は
開
渠
の
ま
ま
南
へ
流
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。
木
簡
は
Ｓ
Ｄ
三
七
一
五
か
ら
三
六
点
（
う
ち
削
屑
二
三
点
）

が
出
土
し
た
。
本
調
査
地
の
東
北
に
近
接
す
る
第
一
七
五
次
調
査
も

あ
わ
せ
て
行
わ
れ
、
そ
の
区
域
が
兵
部
省
で
あ
る
可
能
性
の
高
い
こ

と
が
指
摘
さ
れ
る
が
、
今
回
の
Ｓ
Ｄ
三
七
一
五
出
土
遺
物
に
も
兵
部

省
か
ら
流
入
し
た
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　
第
一
七
八
ｆ
で
八
四
二
八
六
次
調
査
（
６
Ａ
Ｆ
Ｉ
区
）
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４
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ｌ
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￥
‘
　
　
”
『

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
六
年
九
月
？
一
九
八
八
年
三
月

　
デ
パ
ー
ト
の
建
設
に
先
立
つ
調
査
で
、
平
城
京
左
京
三
条
二
坊
の

一
・
二
・
七
・
八
坪
の
約
四
万
㎡
を
対
象
と
し
て
、
こ
れ
を
数
次
に

分
け
て
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
現
在
も
継
続
中
で
あ
る
。
今
回
報
告

す
る
の
は
、
そ
の
前
半
の
第
一
七
八
・
で
八
四
・
て
八
六
次
の
調
査

に
つ
い
て
で
あ
る
。
調
査
面
積
は
合
計
約
ご
二
七
〇
〇
Ｊ
…
に
な
る
。

　
確
認
し
た
遺
構
は
、
掘
立
柱
建
物
一
一
七
棟
以
上
、
掘
立
柱
塀
四

〇
条
以
上
、
井
戸
二
四
基
、
溝
三
五
条
以
上
な
ど
、
多
数
に
の
ぼ
る
。

こ
れ
ら
は
遺
構
の
重
複
と
配
置
か
ら
、
大
き
く
Ａ
ヽ
１
Ｄ
の
四
時
期
に

区
分
で
き
る
。

　
Ａ
期
は
、
奈
良
時
代
初
期
か
ら
前
半
期
に
か
け
て
の
時
期
で
、
一

・
二
・
七
・
八
坪
の
四
坪
を
一
体
と
し
て
利
用
し
て
い
る
宅
地
で
あ

っ
た
。
正
殿
は
四
つ
の
坪
の
中
央
や
や
南
寄
り
に
あ
る
Ｓ
Ｂ
一
二
〇

で
桁
行
七
間
、
梁
行
五
間
の
南
北
庇
の
付
く
掘
立
柱
建
物
で
あ
り
、

平
城
京
内
で
発
掘
さ
れ
た
例
の
中
で
最
も
大
規
模
で
あ
る
。
こ
れ
を

取
り
囲
む
よ
う
に
い
く
つ
か
の
建
物
が
配
置
さ
れ
、
そ
の
外
側
を
掘

立
柱
塀
で
囲
っ
て
い
る
。

１



　
Ｂ
期
は
奈
良
時
代
中
期
に
あ
た
り
、
各
坪
の
間
に
坪
境
小
路
が
作

ら
れ
、
一
坪
以
下
の
宅
地
に
細
分
さ
れ
る
。

　
Ｃ
期
に
な
る
と
坪
境
小
路
が
埋
め
ら
れ
、
再
び
四
坪
規
模
の
広
大

な
敷
地
と
な
る
。
年
代
は
奈
良
時
代
後
半
に
あ
た
る
。
こ
の
時
期
は

区
画
の
塀
が
み
ら
れ
な
い
の
と
、
Ｓ
Ｂ
Ｏ
三
五
な
ど
の
両
庇
の
建
物

が
多
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
中
心
建
物
は
調
査
区
の
西
南
方
に
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
し
て
い
る
。

　
Ｄ
期
は
奈
良
時
代
末
か
ら
平
安
時
代
初
期
に
あ
た
る
。
再
び
坪
境

小
路
を
つ
く
り
、
一
坪
以
下
の
敷
地
と
な
る
。
坪
内
に
は
小
規
模
な

建
物
が
散
在
す
る
。

　
木
簡
が
出
土
し
た
遺
構
と
そ
の
点
数
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
Ｏ
Ｏ
一
か
ら
一
一
一
点
（
う
ち
削
屑
八
点
）
、
蛇
行

溝
Ｓ
Ｄ
Ｏ
一
一
か
ら
一
点
、
掘
立
柱
建
物
Ｓ
Ｂ
Ｏ
三
五
か
ら
一
点

　
（
以
上
第
一
七
八
次
）
、
井
戸
Ｓ
Ｅ
一
ヱ
（
か
ら
一
点
、
井
戸
Ｓ
Ｅ

　
一
一
七
か
ら
一
一
点
（
削
屑
九
点
）
、
掘
立
柱
建
物
Ｓ
Ｂ
一
四
三
か

ら
二
点
（
削
屑
二
点
）
、
井
戸
Ｓ
Ｅ
一
六
三
か
ら
一
点
（
削
屑
一
点
）

　
（
以
上
第
Ｔ
八
四
次
）
、
井
戸
Ｓ
Ｅ
一
八
〇
か
ら
二
二
八
点
（
削
屑

　
一
〇
八
点
）
、
井
戸
Ｓ
Ｅ
二
Ｉ
Ｉ
か
ら
一
点
（
以
上
第
て
八
六
次
）
、

合
計
三
五
七
点
（
削
屑
ご
一
八
点
）
で
あ
る
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｏ
Ｏ
一
は
奈
良
時
代
を
通
じ
て
機
能
し
て
い
た
南
北
溝
で
、

康
二
坊
坊
間
路
の
西
側
溝
に
あ
た
る
。
溝
幅
三
ｍ
、
深
さ
Ｉ
・
二
ｍ

で
、
堆
積
土
は
三
層
に
分
け
ら
れ
る
。
木
簡
は
す
べ
て
下
層
か
ら
出

土
し
た
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｏ
一
一
は
古
墳
時
代
よ
り
存
続
し
て
い
た
菰
川
水
系
の
流
路

を
奈
良
時
代
初
期
に
幅
を
狭
く
し
て
造
成
し
、
中
期
に
廃
絶
し
た
溝

で
あ
る
。
溝
幅
三
ヽ
一
七
ｍ
、
深
さ
〇
・
四
五
ｍ
を
は
か
り
、
そ
の
堆

積
土
の
最
下
層
か
ら
木
簡
一
点
が
出
土
し
た
。

　
Ｓ
Ｂ
Ｏ
三
五
は
南
北
に
庇
を
持
つ
五
間
×
四
問
の
東
西
棟
掘
立
柱

建
物
で
、
こ
の
東
南
隅
の
柱
抜
取
穴
か
ら
木
簡
一
点
が
出
土
し
た
。

Ｓ
Ｂ
Ｏ
三
五
は
Ｃ
期
に
属
す
る
。

　
Ｓ
Ｅ
一
ヱ
（
・
一
一
七
は
調
査
区
中
央
康
寄
り
で
検
出
し
た
井
戸

で
あ
る
。
Ｓ
Ｅ
一
ヱ
（
は
奈
良
時
代
末
に
廃
絶
し
た
縦
板
組
み
横
桟

ど
め
の
方
形
井
戸
で
、
そ
の
埋
土
か
ら
木
簡
が
出
土
し
た
。
Ｓ
Ｅ
一

一
七
は
Å
期
に
属
し
、
内
法
一
辺
一
一
〇
｀
の
横
板
を
井
げ
た
に
組

ん
だ
方
形
井
戸
で
、
こ
の
埋
土
お
よ
び
抜
取
穴
か
ら
木
簡
が
出
土
し

た
。
同
じ
抜
取
穴
か
ら
は
猿
な
ど
を
描
い
た
土
師
器
の
皿
も
見
つ
か

っ
て
い
る
。

　
Ｓ
Ｂ
一
四
三
は
正
殿
の
康
の
区
画
に
あ
る
、
康
に
庇
を
持
つ
六
間

×
三
間
の
掘
立
柱
南
北
棟
建
物
で
、
Ａ
期
に
属
す
る
。
こ
の
南
側
柱

の
抜
取
穴
か
ら
木
簡
が
出
土
し
た
。

２
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Ｓ
Ｅ
一
六
三
は
正
殿
と
Ｓ
Ｂ
一
四
三
の
間
に
位
置
す
る
円
形
の
井

戸
で
、
下
段
が
曲
物
を
積
み
重
ね
、
上
段
は
縦
板
組
み
に
し
て
い
る
。

奈
良
時
代
末
に
廃
絶
し
た
。
木
簡
は
こ
の
埋
土
か
ら
出
土
し
た
。

　
Ｓ
Ｅ
で
八
○
は
調
査
区
の
東
北
辺
で
検
出
し
た
井
戸
で
、
井
戸
枠

が
す
べ
て
抜
き
取
ら
れ
て
お
り
、
現
状
で
は
南
北
一
・
九
ｍ
、
東
西

二
・
三
ｍ
、
深
さ
二
ｍ
の
土
鳩
で
あ
る
。
こ
の
埋
土
は
層
位
を
な
し

て
お
り
、
木
屑
の
層
か
ら
ま
と
ま
っ
て
木
簡
が
出
土
し
た
。
木
簡
の

年
紀
よ
り
、
養
老
元
年
の
の
ち
程
な
く
埋
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

出
土
土
器
の
年
代
も
こ
れ
と
矛
盾
し
な
い
。

　
Ｓ
Ｅ
二
Ｉ
一
は
正
殿
と
重
複
し
て
検
出
さ
れ
た
井
戸
で
、
一
辺
五

ｍ
の
大
き
な
掘
形
の
中
に
、
内
法
一
三
五
四
の
横
板
組
み
方
形
の
井

戸
枠
が
一
三
段
も
残
存
し
て
い
た
。
木
簡
は
こ
の
埋
土
か
ら
、
土
器

・
瓦
・
斎
串
・
銅
銭
（
和
同
・
万
年
・
神
功
）
な
ど
と
と
も
に
出
土

し
た
。
土
器
は
い
ず
れ
も
平
安
時
代
初
期
に
属
す
る
。

　
第
亡
八
九
次
調
査
（
６
Ａ
Ｆ
Ｆ
区
）
　
一
九
八
六
年
三
月
？
四
月

　
店
舗
建
設
に
伴
う
事
前
調
査
と
し
て
実
施
し
た
。
平
城
京
左
京
二

条
二
坊
十
四
坪
の
南
端
部
に
あ
た
る
。
調
査
面
積
は
約
一
四
〇
〇
㎡
。

奈
良
時
代
の
主
な
遺
構
は
掘
立
柱
建
物
三
二
棟
、
掘
立
柱
塀
こ
一
条
、

井
戸
一
基
な
ど
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
七
期
に
区
分
で
き
る
。
木
簡
は

井
戸
Ｓ
Ｅ
四
〇
か
ら
一
点
が
出
土
し
た
。

　
井
戸
Ｓ
Ｅ
四
〇
は
調
査
区
西
端
部
で
検
出
し
た
縦
板
組
み
の
円
形

の
井
戸
で
、
埋
土
最
下
層
の
木
炭
層
か
ら
地
鎮
具
と
し
て
使
わ
れ
た

万
年
通
宝
と
ガ
ラ
ス
玉
が
、
そ
の
上
層
か
ら
「
酒
」
と
墨
書
さ
れ
た

奈
良
時
代
末
の
土
器
が
、
さ
ら
に
そ
の
上
の
木
屑
層
か
ら
斎
串
（
二

Ｉ
点
）
　
・
平
安
初
期
の
土
器
な
ど
と
共
に
木
簡
が
出
土
し
た
。
し
た

が
っ
て
、
こ
の
井
戸
は
奈
良
時
代
末
か
ら
平
安
時
代
初
期
の
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

　
な
お
、
同
調
査
は
奈
良
盆
地
で
初
め
て
旧
石
器
を
出
土
し
た
遺
跡

と
し
て
、
注
目
さ
れ
る
。

二
、
凡
　
　
例

　
（
一
）
　
釈
文
は
出
土
遺
構
ご
と
に
掲
げ
、
同
一
遺
構
の
中
で
は
、

内
容
分
類
に
よ
っ
て
、
文
書
、
付
札
、
そ
の
他
の
順
に
配
列
す
る
の

を
原
則
と
し
た
。

　
（
二
）
　
釈
文
の
漢
字
は
お
お
む
ね
現
行
常
用
字
体
に
改
め
た
が
、

４



　
「
寅
」
「
誼
」
「
龍
」
「
廣
」
「
書
」
「
噫
」
等
に
つ
い
て
は
正
字

体
を
使
用
し
、
異
体
字
は
「
早
」
「
群
」
等
に
つ
い
て
の
み
使
用
し

た
。

　
（
三
）
　
釈
文
の
最
下
段
に
出
土
地
点
を
示
す
小
地
区
名
（
ア
ル
フ

ァ
ベ
ッ
ト
・
数
字
）
、
そ
の
上
段
に
現
在
の
遺
存
の
形
態
を
示
す
型

式
番
号
を
記
し
た
。
型
式
番
号
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
但
し
本
研
究

所
で
は
型
式
番
号
は
四
桁
の
数
字
を
用
い
る
が
、
本
概
報
で
は
時
代

を
示
す
千
の
位
を
省
き
、
下
三
桁
の
数
字
で
表
わ
し
た
。
な
お
端
と

は
、
木
簡
を
木
目
方
向
に
お
い
た
時
の
上
下
両
端
を
い
う
。

§
コ
型
式
　
長
方
形
の
材
の
も
の
。

若
届
型
式
　
長
方
形
の
材
の
側
面
に
穴
を
穿
っ
た
も
の
。

若
苗
型
式
　
一
端
が
方
頭
で
、
他
端
は
折
損
・
腐
蝕
な
ど
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の
。
原
形
は
６
０
１
１
・
６
０
３
２
＊
６
０
５
１
型

　
　
　
　
　
式
の
い
ず
れ
か
と
推
定
さ
れ
る
。

６
０
２
１
型
式
　
小
型
矩
形
の
も
の
。

§
は
型
式
　
小
型
矩
形
の
材
の
一
端
を
圭
頭
に
し
た
も
の
。

§
一
型
式
　
長
方
形
の
材
の
両
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も

　
　
　
　
　
の
。
方
頭
・
圭
頭
な
ど
種
々
の
作
り
方
が
あ
る
。

§
Ｓ
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も

　
　
　
　
　
の
。

否
認
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
、
他

　
　
　
　
　
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
。

§
Ｓ
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
が
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
他
端
は
折
損
・
腐
蝕
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た

　
　
　
　
　
も
の
。
原
形
は
６
０
３
１
’
６
０
３
２
・
６
０
３
３
型
式
の
い
ず
れ
か
と

　
　
　
　
　
推
定
さ
れ
る
。

否
認
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
。

否
留
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
て
い
る
が
、
他
端
は
折

　
　
　
　
　
損
・
腐
蝕
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の
。
原

　
　
　
　
　
形
は
６
０
３
３
６
０
５
１
型
式
の
い
ず
れ
か
と
推
定
さ
れ
る
。

§
ａ
型
式
　
用
途
の
明
瞭
な
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。

否
ａ
型
式
　
用
途
未
詳
の
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。

§
９
型
式
　
折
損
・
割
截
・
腐
蝕
そ
の
他
に
よ
っ
て
原
形
の
判
明
し

　
　
　
　
　
な
い
も
の
。

否
認
型
式
　
削
屑
。

　
（
四
）
　
釈
文
に
加
え
た
符
号
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

A
／

Ａ
／

■
■
■

口
口
口

抹
消
し
た
文
字
の
字
画
の
あ
き
ら
か
な
場
合
に
限
り
原

字
の
左
傍
に
付
し
た
。

抹
消
に
よ
り
判
読
困
難
な
も
の
。

欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
の
確
認
で
き
る
も
の
。
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口
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欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
が
推
定
で
き
る
も
の
。

欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
が
数
え
ら
れ
な
い
も
の
。

記
載
内
容
か
ら
み
て
上
ま
た
は
下
に
一
字
以
上
の
文
字

を
推
定
し
た
も
の
。

異
筆
、
追
筆
。

合
点
。

木
簡
の
表
裏
に
文
字
の
あ
る
場
合
、
そ
の
区
別
を
示
す
。

編
者
が
加
え
た
注
で
疑
問
の
残
る
も
の
。

文
字
に
疑
問
は
な
い
が
意
味
の
通
じ
難
い
も
の
。

校
訂
に
関
す
る
注
の
う
ち
、
本
文
に
置
き
換
わ
る
べ
き

文
字
を
含
む
も
の
。

右
以
外
の
校
訂
注
お
よ
び
説
明
注
。

　
（
五
）
　
釈
文
下
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
、
木
簡
の
長
さ
・
幅
・
厚
さ

を
示
す
（
単
位
は
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）
。
欠
損
・
二
次
的
整
形
の
場
合
、

現
存
部
分
の
法
量
を
括
弧
つ
き
で
示
し
た
。
但
し
軸
木
口
に
墨
書
の

あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
軸
の
長
さ
と
直
径
を
記
し
、
欠
損
し
て
い
る

と
き
は
、
現
存
部
分
の
長
弦
を
括
弧
つ
き
で
示
し
た
。
な
お
長
さ
・

幅
は
木
簡
の
字
の
方
向
に
よ
る
。

　
（
六
）
　
釈
文
の
出
土
地
点
の
下
に
付
し
た
※
印
は
、
口
絵
図
版
に

写
真
を
掲
げ
た
木
簡
を
示
す
。
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